
1462腰部脊柱管狭窄症　脊髄造影検査 パス日数：2日間
退院日

検査前 検査後 入院2日目
　　月　　日（　）

検査前の心身の準備ができる 安全に計画通りに検査ができる 合併症を起こさない
感染の徴候がない 感染の徴候がない

めまいの症状・所見がない
嘔気・嘔吐の症状・所見がない
神経症状・所見の悪化がない ⇒
穿刺部の問題がない ⇒
安静が守られている

歩行ができる
検査について理解できる

入院診療計画書
転倒転落アセスメントスコアシート

処置
呼び出しがあったら車椅子で検査に行き
ます。医師が脊髄造影検査を行います。

画像・生理・内視鏡
朝 常食Ｂ
昼 常食Ｂ 昼食は延食です。検査後に食べられま
夕 常食Ｂ 食事量をみます。

検査後３時間は安静のためベッドを30°
ほど上げて過ごして下さい。検査後は翌
朝まで車椅子での移動となります。

朝より歩けるようになります。初回は看護
師が歩く姿をみます。

検温 検査前に検温、血圧測定を行います。
検査後、検査後３時間の検温、血圧測定
を行います。

朝、検温、血圧測定を行います。

入院時オリエンテーションを行います。 転倒防止ケアを行います ⇒
リーフレットを使って検査のオリエンテーション
を行います

退院後の生活に対する指導を行います

説明後の理解・納得状況の確認を行います

尿回数、便回数を聞きます
出血（穿刺部）をみます ⇒
嘔気の有無をみます ⇒
めまいの有無をみます
頭痛の有無をみます ⇒
麻痺（四肢）をみます ⇒
膝立て保持ができるかをみます ⇒
足首の曲げ伸ばしができるかをみます ⇒
しびれ（手指）の有無、増強がないかをみます ⇒
しびれ（足趾）の有無、増強がないかをみます ⇒

入院日
イベント

日付 　　月　　日（　）

患　者　目　標

看　護

説明・清潔・排泄

観察・計測

必　要　書　類

食事

栄養指導

安静について


